
ワークシートを使った授業の展開について 

＜導入時の学習＞  

 今年実施した研究授業の指導案を整理すると、導入時に次のような学習が行われている。 
１・２年 ３・４年 ５・６年 
・感想を持つ。感想を書く。 
・内容の大体を知る。説明の順序

を知る。 
・学習のめあてをつかむ。問いか

けの文を見つける。 

・初めて知ったことや驚いたこと、

疑問に思ったことなどを書く。 
・難語句の意味を知る。 
・文章全体をいくつかに（意味段

落）に分ける。 

・初発の感想を書く。 
・新出漢字や難語句を調べる。 
・文章全体の構成を考える。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

① ②

＜１年の例＞ 
 
・挿し絵を活用し、文章全体を概観している。 
・説明の順序を知ると共に、将来の意味段落の

学習につながるワークシート 

＜２年の例＞ 
挿し絵・吹き出しなどを活用

し、初発の感想を書かせる工

夫をしている。 
 

＜２年の例＞ 
・文章全体を概観するのが第一の目的 
・問いかけの文を探すことによって子ども

に読みのめあてを持たしている 
・３年生への発展を考え、段落・意味段落

の意識を持たせるようにしている。 
 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜読み取り過程における学習＞ 

 説明文の文章を読み取っていく過程では、基本的に、 
・意味段落ごとに学習を進めていく。 

・意味段落の学習では、意味段落のイメージ化（この場合は、書かれている内容を叙述

に従って詳しく読み取り思い浮かべる）と学年に応じた指導のねらいの達成を図る。 

という２点をどの学年も大切にしてきた。 
 

説明文の読み取り過程における各学年のねらいとイメージ化の方法 
各学年の指導のねらい  イメージ化の方法 
＜低学年＞ 
・大事な言葉、大事な文をとらえさせる。 
＜中学年＞ 
・意味段落ごとに要点をまとめさせる。 
＜高学年＞ 
・意味段落ごとに、要旨（この場合は、意味

段落の中心点と言った意味合い）をまとめた

り、要約したりさせる。 

・挿し絵、吹き出し（主に低中学年） 
・形式段落ごとに中心語を書き出す 
・表にまとめる 
・関係図に書き入れる 
・意味段落相互の関係をとらえる 
 
 

 
 
 
 

＜左…５年の例    右…６年の例＞ 
・文章構成の基本（話題提示・本文・まとめ・筆者の考え）を指導しつつ、

文章全体を概観している。 
・本論をさらに意味段落に分け、中学年の学習の成果を生かしている。 
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 １年生の指導の中心は、大事な言

葉・大事な文をとらえさせることで

ある。 
 このワークシートでは、クレーン

車の挿し絵の大事な部分に○をつ

けさせることによって、段落の中心

をとらえさせ、それを言葉で表現さ

せるよう工夫している。但し、１年

生の学習段階を考え、教科書の文を

そのまま書き写させている。 

 ２年生の指導のねらいも１年生

と同様である。 
 ２年生は、挿し絵に直接、注釈

のような形で、大事な言葉を教科

書の文中から抜き出し書き入れさ

せるようにしている。 
 このことによって、大事な言葉

を意識させると共に、意味段落全

体のイメージ化もできるよう工夫

している。 

１年生 

２年生 

３年生 

３年生の指導のねら

いは、要点をまとめる

ことであるが、まず、

表に書き込むことによ

って、意味段落の内容

をイメージ化させ、そ

の上で要点をまとめさ

せるよう工夫してい

る。 
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４年生 

 ４年生の指導のねらいは、 
・意味段落の要点をまとめる。 
・意味段落内の段落相互の関係を

とらえる。 
である。 
 このワークシートでは、段落相

互の関係を問い→観察→分かった

ことと把握させることをねらって

いる。また、観察の内容を挿し絵

を手がかりに簡単に書かせること

によって、イメージ化を確かにさ

せ、その上で要点をまとめさせる

ように工夫している。 

５年生  ５年生の指導のねらいは、段落相互の関係を

とらえると共に、文章全体の要旨をまとめるこ

とにある。そのため、意味段落ごとに段落相互

の関係を考えさせたり、中心点をまとめさせた

りして、要旨把握の訓練の場としている。 
 このワークシートでは、 
・詳しい説明（事例）→まとめ（要点）の関係

をとらえる。 
・意味段落全体の中心点をまとめる。 
という学習を意図している。 
また、表に事例をまとめることによって内容の

イメージ化を確かなものとするよう工夫して

いる。 
 ６年生の指導は、基本的には５年生とよく似

ている。ただ意味段落ごとの学習で、要旨（こ

の場合は意味段落の中心点といった意味合い）

ではなく、中心点をおさえつつ要約的にまとめ

させるようにしている。 
 このワークシートでは、形式段落ごとに大事

な言葉を書き込ませることによって、確かなイ

メージ化を図ると共に、要約の際の助けとする

という二重の役割を持たせている。段落ごとに

大事な言葉を選ぶことは、子供にとってエネル

ギーのいる大切な学習過程である。 
 子供の要約内容の一言一句にこだわる必要

がなく、「要約する」という勉強の仕方を身に

つけさせることの方が大切である。 

６年生 


